
２学年 あさひのラーニング（学際的な学習の時間） 単元デザイン 

 

◇ あさひのラーニング（学際的な学習の時間）の概要 

・各教科の枠組みだけでは解決できない、現代社会の諸問題や SDGs にかかわる諸問題

などの学際的な諸問題をテーマに設定し、各教科の見方・考え方を働かせた、探究的

な学習を行う。 

・各教科での学習を、実生活・実社会での問題発見・解決に生かしていく教科横断的な

学びを行う。また、そのために必要な知識や技能を身に付ける学習も行う。 

 

１ 単元名・学年 「あったらいいな、こんなもの」・２年 【テーマ学習】 

 

２ 単元のねらい     ※【 】内は、新たな価値を創造できる資質・能力との関連を指している 

附属長野中生がよりよい学校生活を送るためにはどのような発明品があったらよいか

を考える場面で、「発明品の構想につながる教科の学び」と「試作品を作る上で大切な

こと」に着目し、附属長野中生の願いごとや困りごとを解決する発明品を構想して試作

品を製作するデザイン思考＊の過程を体験することを通して、実生活の問題解決のアイ

ディア発想にデザイン思考が有効であることに気付くことができる。 

【ア 問題発見・解決能力（各教科等の「見方・考え方」を自在に働かせ、本質的な問いを見出すこと）】 

 

＊「デザイン思考」について 

  デザイン思考は、正解のない状況で自ら課題を設定し、解決策を考えていく思考法

であり、以下の二つの特徴がある。 

①ターゲット（対象となる人物）の価値

観を深く理解し、ターゲットが本当に

求めていることを考えること 

②ターゲットの願いを叶えられるプロト

タイプ（試作品）を実際につくって、

アイディアの価値を確かめること 

デザイン思考の過程には、以下に示す五つのステップがある（上図）。 

ステップ１：共感・理解 （ターゲットの願いの共有） 

ステップ２：問 題 定 義 （ターゲットの願いの焦点化） 

ステップ３：発想・創造 （アイディアの発想） 

ステップ４：試 作 （プロトタイプの製作） 

ステップ５：検 証 （ターゲットによる試行・体験） 

この過程を繰り返すことで、生み出したアイディアの質を高めることができる。 

 

３ 単元終末の生徒の姿（単元の振り返りの記述例） 
（振り返りの視点：発明品を構想する際に大切だと思ったこと・ターゲットを絞って考えたことのよさ） 

ターゲットが解決したいことを聞くことや、聞いたことの原因について様々な視点か

ら考えること、考えたアイディアを簡単な試作品にして実際にターゲットに試してもら

うこと、ターゲットからの感想を基に改善することが大切だと分かった。また、うまく

いかないときに、問題定義のステップに戻ってターゲットの困りごとが生じる原因を考

え直すことで、新たな発明品のアイディアが浮かんできたので、前に戻って考えること

が大切だと思った。いきなり、附属長野中生全員をターゲットにして発明品を考えるこ

とは難しい。今回のように、ターゲットが満足したアイディアがターゲット以外の人に

とってもよいものか確かめることで、素早く解決策を発想できることがよさだと思った。 



４ 単元展開（全７時間扱い、本時は第４時と第５時） 

時間 ◆ねらい ・学習活動 ◇教師の支援・指導 
デザイン思考の各ステップと 

先行実施学級の様子 

１ 

◆単元の学習の見通しをもつ 

◇よりよい附属長野中学校にしていくために、学校の一

員である附属長野中生の学校生活をよりよくしていく

ことを確認する。 

◇学校生活の中での願いごとや困りごとについて問い、

単元の学習問題を設定する。 

【単元の学習問題】 

附属長野中生がよりよい学校生活を送るためには、ど

のような発明品があったらよいのだろうか。 

◇本単元ではデザイン思考を活用した発明品のアイディ

ア発想を行い、プロトタイプを製作することを、具体

例を用いて確認する。 

・個人で考えた学校生活の願いごとや困りごとと、それ

らが生じる理由を、グループで共有する（図１）。 

・ステップ１：共感・理解 

 
図１ 生徒の願いを共有する

様子 

２ 

◆ターゲットの願いを焦点化し、願いごとや困りごとを

解決するアイディアを発想する 

◇プロトタイプは「手間がかからず、アイディアの具体

性を試せるもの」であることを確認する。 

・前時共有した願いごとや困りごとを基に、グループ内

でターゲットを定め、ターゲットの願いを焦点化する

（図２）。 

・定めたターゲットの焦点化した願いごとや困りごとを

解決する発明品のアイディアを発想する（図３）。 

・授業終末に、「今日の授業で活用した教科の学び」、

「発明品のアイディア発想をするときに大切だったこ

と」の二つの視点で振り返る。 

・ステップ２：問題定義 

 
図２ 焦点化したターゲットの

願い 

・ステップ３：発想・創造 

 
図３ アイディア発想の様子 

３ 

◆発想したアイディアから、プロトタイプを製作する 

◇第２時に振り返った、「発明品の構想につながる教科

の学び」（図４）を確認し、プロトタイプ製作の際に

活用できるように模造紙にまとめて提示する。 

・前時に発想したアイディアを基に、ターゲットの願い

ごとや困りごとを解決する発明品のアイディアのプロ

トタイプを製作する（図５）。 

◇プロトタイプ製作中は、生徒の考えを傾聴し、生徒が

着目している視点を自覚できるような声掛けをする。 

◇授業終末に、「今日の授業で活用した教科の学び」、

「プロトタイプを製作するときに大切だったこと」の

二つの視点で振り返る場を設定し、「発明品の構想に

つながる教科の学び」を更新したり、「プロトタイプ

をつくる上で大切なこと」（図６）としてまとめたり

するように促す。 

 

＜製作されるプロトタイプの例＞ 

・椅子の下に収納スペース追加する、取り外し可能な箱 

・取手の長さ調節が可能な、蓋付きちりとり 

・ひもで引っ張って運べる、荷物入れ 

・机の横に取り付けられる、消しかす入れ 

・机横に荷物が置ける、取り外し可能な箱 

・机のスペースを増やせる、拡張式の机 

 
図４ 「発明品の構想につなが

る教科の学び」の例 

・ステップ４：試作 

 
図５ プロトタイプ製作の様子 

 
図６ 「プロトタイプをつくる

上で大切なこと」の例 

 



４ 

 

本時 

Ｅ組 

◆プロトタイプを試行・体験したターゲットからのフィ

ードバックを基に、デザイン思考の過程を繰り返し、

構想した発明品のアイディアを評価・改善する 

・製作したプロトタイプを試行・体験したターゲットか

らのフィードバックを基に検証し（図７）、構想した

発明品のアイディアを改善する。 

◇ターゲットの願いが十分に叶うまで、構想した発明品

の改善を続けるように促す声掛けをする。 

・授業終末に、「今日の授業で活用した教科の学び」、

「プロトタイプを改善するときに大切だったこと」の

二つの視点で振り返る。 

◇ターゲットの願いが叶ったことから、単元の学習問題

に立ち返り、構想した発明品がよりよい附属長野中学

校につながっているかを学級内で検証する場を、次時

に設けることを提案する。 

・ステップ５：検証 

Ａ１：試してみると、たまに消

しかすが箱に入らないと

きがあります。 

Ｂ２：箱に壁を付けるとよさそ

うですね。 

（壁を付けたプロトタイプに改

善して試した後） 

Ａ３：今度は、壁に手が当たっ

てしまいます。 

Ｃ４：壁をアーチ状にするのは

どうでしょうか。 

図７ ターゲットのＡさん 

による試行・体験での 

やり取りの一部 

５ 

 

本時 

Ｃ組 

◆プロトタイプ相談会での意見交換を基に、構想した発

明品のアイディアの妥当性を検討する 

◇構想した発明品が、附属長野中生の学校生活をよりよ

くすることにつながるかどうかを確かめるために、製

作したプロトタイプをターゲット以外のクラスの友に

体験してもらう機会を設ける。 

・グループごと、焦点化したターゲットの願いと構想し

た発明品のアイディアを簡単に紹介し、製作したプロ

トタイプを友に体験してもらい、フィードバックをも

らう（図８）。 

◇他のグループのプロトタイプを体験する際は、そのグ

ループのターゲットの立場で体験し、フィードバック

をするように声掛けをする。 

・友からもらったフィードバックを受けて、これまでの

アイディアが、ターゲット以外の友にも受け入れられ

ていたかについて振り返る。 

・ステップ５：検証 

 
図８ 製作したプロトタイプ 

  について意見交換を 

している様子 

６
～
７ 

◆プロトタイプ相談会での意見交換を基に、発明品の構

想をまとめる 

◇プロトタイプ相談会を通じて大切だと考えたことを共

有する場を設定し、共有された意見を、これまで提示

してきた「発明品の構想につながる教科の学び」と

「プロトタイプをつくる上で大切なこと」に加えて、

構想した発明品のアイディアの改善に活用できるよう

にする。 

・プロトタイプ相談会でのフィードバックを基に、発明

品の構想や製作したプロトタイプを改善する。 

◆単元の学習を振り返り、単元のまとめをする 

・以下の視点で、単元の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ステップ１～５ 

 
図８ プロトタイプ相談会での 

フィードバックの例 

【評価】 

実生活の問題解決のアイディア発想にデザイン思考が有効であることに気付いている。 

（観察・ワークシート等） 

振り返りの視点： 

① 発明品を構想する際に大切だと思ったこと 

② ターゲットを絞って考えたことのよさ 



単
元
終
了
後 

◆構想した発明品の学年内コンペを行う。 

◇学年内の各グループが製作したプロトタイプを用いた

学年内コンペを行う。 

・グループごと、焦点化したターゲットの願いと構想し

た発明品のアイディアを簡単に紹介し、製作したプロ

トタイプを友に体験してもらい、フィードバックをも

らう。また、「共感度」「提案性」「実現性」「独創

性」の視点で４段階評価もしてもらう。 

◇他のグループのプロトタイプを体験する際は、そのグ

ループのターゲットの立場で体験し、フィードバック

をするように声掛けをする。 

◇評価をする際、提案内容を否定するのではなく、改善

点がある場合は代案も含めてフィードバックするよう

に声掛けをする。 

◇コンペの結果を踏まえ、実現可能な発明品について

は、校内の設備や外部企業との連携を活用して製品化

できるように進める。 

・ステップ５：検証 

 

５ 本日の懇談会の内容 

（1） 授業者反省【５分】 

単元構想の意図や要点、あさひのラーニングにおける本単元の位置付け、 

本時の位置付け、今後の展望、授業者としての悩みや困りごと     など 

（2） 意見交換（助言者からのご助言を含む）【45分】 

本時や単元について、探究的な学習について 

 

６ 資料 

（1） 先行実施学級が製作したプロトタイプ【名前（ターゲットの願い）】 

   

【椅子下収納（椅子の下に収納したい）】 【万能塵取り（ゴミを簡単に集めたい）】 

  

【消しかすＢＯＸ（自席で消しかすを集めたい）】 【コロコロつこつこ（多くの荷物を簡単に運びたい）】 



（2） プロトタイプの材料 
段ボール、画用紙、工作用紙、ビニール紐、のり、ガムテープ、両面テープ、セロハンテープ、

マジックテープ、磁石、割りばし、紙コップ、Ｓ字フック、アルミホイル、針金、綿など 

 

（3） 先行実施学級の生徒の振り返り（第５時まで） 

 

 

 

 


